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１．３つの「Ｃ」で交流学習を斬る！ 
 

 

 

 
３つの視点から，子どもの活動，つけたい力，教師の手だてを整理するとスッキリする（かも）。 

 

２．交流学習はじめの一歩 
１．まずは教科から！ ２．相手は？交流の仕方は？ ３．交流に使えるツールは？ 

 

交流の「良さ」が伝わるテーマ １単元でいつどんな場面に？ フリーで使えるツールが７種類！

 

３．交流学習を組み立てるための１０ステップ 

 ４．ポータルサイト「はじめてみよう！学校間交流学習」 
 ・Ｑ＆Ａ１００問 

・交流手だて集 

・みちのく実践事例集 

・学年・教科別交流アイデア集 

・スキルアップワークシート 

・独占インタビュー（ビデオ付き！） 

・交流プロジェクト，オススメツール，関連図書へのリンク 

 

 

 

６月には本も出るらしい･･･乞うご期待！ 

ステップ１
交流相手を見つける 

ステップ２
交流の素材・テーマ

を考える

ステップ３
使用できる　　　　　

メディアを選ぶ

ステップ４
具体的な交流活動

をイメージする 

ステップ５
ねらいを明確にする

ステップ６
学習者のコミュニケーション　

スキルのトレーニング 

ステップ７
学習者間の仲間

意識を育くむ 

ステップ８
コミュニティを
デザインする

ステップ９
展開を見通す 

ステップ10 　教師間の連携を図る

コミュニケーション

コミュニティ

コラボレーション

「Ｃ」ommunication：話す力，聞く力。どんな手段で交流しますか？ 

「Ｃ」ommunity  ：学級，グループ，１対１？どこまで仲良くなれるかな？ 

「Ｃ」ollaboration ：比べる，つなげて考える，共同制作。なんのための交流？

http://www.ina-lab.net/special/copo/

交流１
導入場面

交流２
比較・まとめ

Ａ校の学習

Ｂ校の学習

交流１
視点転換

交流２
比較・まとめ

Ａ校の学習１

Ｂ校の学習１

Ａ校の学習２

Ｂ校の学習２
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まとめ

Ａ校・Ｂ校で共同学習
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